
 - 114 -

第２章 産業と経済の復興 

第１節 工場被害と復興 

関東大震災による被害は甚大であり、東京市（1922）による推計では約52億7,500万円で当時

のＧＮＰ推定値（名目）の35.4％に上る。被害の内訳は、商品の被害が40.5％を占め、建物被

害の35.5％を凌いでいる。 

震災による被害が経済に及ぼした影響は、こうした流通段階の商品、製品在庫のほかに、工

場の建物、機械等の物理的被害、生産従事者に対する人的被害、仕掛品、原材料在庫の被害も

含まれる。 

工場の建物、機械等への物理的被害は、ストック次元では、資本ストック、国富の減少とい

う形で捉えられるが、フロー次元では、短期的には生産の減少をもたらし、その後、設備の更

新効果という形で生産性の上昇という正の効果をもたらすことが多い。関東大震災の後、中小

の工場が数多く立地していた東京市部に関する冨樫（1990）の分析でも、そうした現象が実証

されている。生産性の上昇は、設備の更新効果のほかに、労働力の削減効果によってもたらさ

れている側面もあり、生活の困難さから京浜地区から地方へ流出した労働者がそのまま戻って

こないため、やむなく労働力不足のまま操業した工場もあったと推測される。 

経済への影響は、製品の流通段階にも及ぶ。生産ができない影響のほかに、製品在庫が消滅

することによる需給ギャップが、価格や代替、補完関係のある財を中心に影響を及ぼす。ただ

し、他地域からの移送により、次第に需給ギャップは解消していった。 

震災被害を受けて地方移動した人口は、倉林（1983）によると36万人に上り、消費財需要は

大幅に減少した。結果的に供給の減少を需要の減少が相殺した例もあり、燃料不足で出漁でき

ず、魚類供給は減少したものの、魚類消費が減少したため、価格の高騰といった現象は起きな

かった。 

生産システムが単純であった当時、生産活動の復旧は比較的に早く、年内に操業を開始した

企業が多かった。コンビナートに象徴される、生産システムの複雑化、生産物の多様化がされ

た現代では、どこかでボトルネックが生じると、その影響は計り知れない。 

しかし、関東大震災後の京浜地区では、金融恐慌などの厳しい経済環境のもとで、機械工業

などの重工業へのシフト、民間による埋立事業に呼応した京浜沿岸部への大規模工場の立地、

東京城南地区への関連中小企業の集積などで、阪神地区を凌ぐ日本最大の京浜工業地帯が形成

されていくことになった。 
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本章では、以上の問題に焦点をあてるべく、次の項目について詳述する。 

・工場被害と復興、工場建物、生産設備への被害による供給面への影響（製品別価格変動） 

・労働者の一時的地方避難と雇用の回復（東京市部（下町地域、山の手地域別、各区別）

工場数、職工数、生産額の変動） 

・東京の城南地域を主とした工場の新規立地 

・インフラの復旧と整備（電力、鉄道を例として） 

・人口増に見られる東京近郊の発展 

 

 

１ 東京市部における工場被害と復興 

表２－１は東京市における震災前後の工場数、職工数、生産額の推移を見たものである。 

震災前の工場立地地域は、本所、深川、浅草、神田、芝、京橋などの区である。横浜、川崎

などの工業地帯と隣接した荏原、蒲田などへの立地は、昭和になってからである。 

 

  出典:「大地震被害の数量経済史的研究」,明治大学短大紀要34号,1984年11月 

 

震災後の復興状況を見ると、ほとんどの区で早期に復興しており、本所では、震災後、工場

数が急増している。一方、焼失被害を受けた工場が多かった深川では、1926（大正15）年時点

でも工場数は震災前の半分程度にしか戻っていない。しかし、生産額は1926（大正15）年時点

表２－１ 関東大震災による国富被害 



 - 116 -

で、震災前に戻っている。表２－２には示されていないが、工場数が震災前に戻った時点を「東

京市統計年表」で検索すると、1927（昭和２）年末時点で、1,167工場に回復し、震災前とほぼ

同水準となっている。ちなみに、職工数は１万410人となっており、この時点でも震災前には戻っ

ていない。東京市の区部でも大規模工場が立地していた深川区では、工場の廃止、移転、最新

設備を持った工場への改修といった構造変化が起きたため、労働生産性の上昇、雇用数の減少

が生じたと推測される。 

 

        表２－２ 東京市部における工場数、職工数、生産額の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   年    工場数     職工数     生産額 

出典:「大地震被害の数量経済史的研究」,明治大学短大紀要34号,1984年11月,p.51-53

注：（ ）内の数字は1922年（大正11）年を100とした指数。 
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２ 紡績、羊毛工場での被害、復旧 

1923（大正12）年の関東大震災、震災手形の不良債権化も引き金になったとされる金融恐慌、

その後の大恐慌と、経済的に苦境に追い込まれる一方で、1931（昭和６）年の満州事変後、次

第に準戦時体制に入っていくことになり、軍事的ニーズからの機械、化学、製鉄といった重工

業が発展した。その結果、京浜工業地帯の一部としての工業化が蒲田に代表される東京南部地

域でなされていく。しかし、震災時の東京における大工場は紡績、羊毛工場であった。 

そこで、本節では紡績、羊毛工場に焦点を絞って被害、復旧状況を見ていく。 

 

(1) 紡績業 

東京市、川崎地区に立地していた工場のほとんどが大きな被害を受け、再建されなかった工

場、廃業となった企業もあった。 

 

表２－３ 被害工場リスト（紡績業） 

 所在地 工場規模 被害状況、復旧時期 

①富士瓦斯紡績株式会社 本社・小名木川（南葛飾

郡大島町） 

 一部倒壊・ほとんど被害無し、10月中に

操業開始 

 押上   

 川崎   主力工場全壊 

 保土ヶ谷  主力工場全壊、原材料倉庫焼失 

 小山（静岡県小山町、現

在も富士紡の工場として

稼動） 

  

②日清紡株式会社  亀戸（南葛飾郡亀戸町） 職工数2,827 第一工場一部倒壊で50％の被害(5,200

坪倒壊)、第二工場は被害軽微、11月よ

り操業開始 

③鐘淵紡績株式会社 隅田（南葛飾郡隅田町） 職工数3,829 第一工場全部倒壊、第二工場より第五工

場は一部被害 

④大日本紡績株式会社  深川（深川区東大工町） 職工数3,008 全焼３ 

 橋場（北豊島都南千住町）  屋根崩壊，機械類損害なし 

⑤東洋紡績株式会社  王子（南足立郡王子町）  60％破壊 

⑥東京紡績株式会社 西新井     30％被害（全潰建物もあり） 

出典:「大地震被害の数量経済史的研究」,明治大学短大紀要34号,1984年11月 

 

表２－３に被害と復旧の概要を示すが、これらは会社の規模が大きいものが多く、社史に全

く記述がないものもあるものの、詳細な記述がある例も多い。次に記述があるものを示す。 
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ａ．富士瓦斯紡績 

押上工場は、被害額142万円で、震災後廃業した1）。 

川崎工場では、工場が全壊し、精紡機等の機械の20％程度、原動機の46％が破損し、被害額

143万円余。保土ヶ谷工場も、ほぼ同様の被害を受け、被害額183万円余であった（大正震災

誌,1924）。 

 

ｂ．日清紡  

本社工場の第一工場は大きな被害を受け、他地域への移転新設も検討されたが、土台、基礎

工事からやり直して復旧した。復旧費用は三菱銀行から300万円の融資を受けた。 

なお、東京紡績は、日清紡と合併、日清紡西新井工場として存続する2)。 

 

ｃ．大日本紡績 

罹災時の設備は、深川工場で精紡機３万4,352錘、撚糸機8,528錘、橋場工場で精紡機７万6,036

錘、撚糸機１万9,780錘であった。12年下期決算で、両工場分で固定資産損失金60万167円余、

震災被害損失金268万9,322円余を計上した。 

復旧は早く、翌月中旬から一部操業を開始、13年初めには完全復旧した。深川工場は全焼し

たが、地震によるものであるために火災保険の支払い対象とならず、保険会社から保険金の１

割程度を見舞金として受け取って和解した3)。 

なお、東京府大正震災誌によると、全焼した深川工場は1923（大正12）年９月廃業となって

いる。同工場の被害額は548万円余となっており、復興を断念せざるを得なかったとみられる（東

京府大正震災誌,p.31）。 

 

ｄ．東洋紡績 

精紡機３万4､667錘、撚糸機１万1,806錘の被害を受ける。しかし、主要工場が東海、近畿地

方にあり、震災後の復旧支援はスムーズであった。復旧にあたって、建物をレンガ造りから鉄

筋コンクリート造りにした。1925（大正14）年上期には、精紡機１万5,920錘、撚糸機5,280錘

を復元、下期には精紡機３万1,840錘、撚糸機１万3,728錘と完全復旧といえる状況となった4)。 
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(2) 羊毛工業 

羊毛工場も大きな被害を受けたものが多く、上毛モスリソ練馬工場、東京毛織王子工場は再

建されなかった。しかし、他は比較的早期に復旧している。以下に、被害、復旧状況を示す。 

 

表２－４ 被害工場リスト（羊毛工業） 

 所在地 工場規模 被害状況、復旧時期 

①上毛モスリソ株式会社 中山（千葉県）   

 練馬  （綿糸紡績）大破・放棄 

②東洋モスリソ株式会社 亀戸    ２工場倒壊、２工場被害軽微 

③東京毛織株式会社 大井（荏原郡大井町）  建物損害，機械類損害軽微 

 王子  （洋服生地製織）全部倒壊 

 千住橋  被害軽微 

④東京モスリソ紡織会社 吾嬬    １工場倒壊・残存２工場10月操業開始 

出典:「大地震被害の数量経済史的研究」,明治大学短大紀要34号,1984年11月 

 

なお、全部倒壊した東京毛織株式会社 王子工場は1924（大正13）年１月 廃業届出を出し

ている5)。 

 

 

３ 工場被害の価格面への影響 

工場被害は、雇用面への影響とともに、直接

的には供給の減少といった直接的な影響を経済

に及ぼす。しかし、本節の２での社史の記述が

正確であるとすれば、紡績、羊毛工場の多くは、

生産の中心が阪神地区等の罹災地域外にあり、

被害工場のバックアップも、人的側面、設備面

等、比較的スムーズに行われたといえよう。 

 

(1) 綿糸 

支那糸の逆輸入等によって供給過剰気味で

あったため、震災によって前月比16.8％の減産

となったものの、当初、価格面への影響は小さ

かった。しかし、その後、上昇に転じ、1924（大

正13）年末までで50％上昇している。 

 

 図２－１ 染織工場製品の価格の動き（東京市部）
出典:「大地震被害の数量経済史的研究」,明治大学短大紀要 

34号,1984年11月 
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(2) 羅紗 

関東地方の羊毛製品生産額は全国の50％を占めていたため、影響は大きかった。毛織物の羅

紗の価格の動きを見ると綿糸ほどの上昇率ではないものの、1924（大正13）年末まで上昇傾向

にある。 

 

 

４ 震災後の復興（工場の移転、新規立地） 

各区史を検索すると、それぞれ焦点が異なり、産業構造の変動を詳述したものは少ない。そ

の中で、「北区史」「江東区史」には震災前後の変動が叙述されている。 

 

(1) 現在の北区と周辺部 

この地域では明治末から大正期にかけて電力供給がなされた。当初、王子電気軌道（後の都

電荒川線）による王子電気によって供給がなされたが、その後、王子地区では震災後の1924（大

正13）年に一時的に減少するものの各地区で順調に増加している6)。 

供給は区域内の火力発電所から主になされたが、大正期に入って鬼怒川、猪苗代の水力発電

所から送電、震災のあった1923（大正12）年から東京電灯（後の東京電力）からも供給を受け

ている7)。 

北区域には震災前から前述の繊維関係の大規模工場が立地しており、工場の動力源として基

本的インフラである電力の需給バランスがとれていたと推測される。 

 

(2) 現在の江東区と周辺部 

この地域には多くの職工数と原動機を有する大工場が立地していたが、大震災によって多大

の被害を受け、廃業した工場も多かった8)。 

 主な工場は下記の通りである。 

①新潟鉄工所東京工場 京橋区月島  工作機  

 損害額 154万8,000円で廃業 

②石川島造船所 深川分工場   自動車等諸機械 

 損害額 220万1,000円で廃業 

③大日本人造肥料釜屋堀工場 府下大島（江東区大島） 過燐酸肥料 

 損害額 95万円余で廃業 

なお、大日本人造肥料（現在の「日産化学」）は、1887（明治20）年に同地に設立された

我が国初の化学肥料製造会社である9)。 

④東京製網 月島工場 京橋区月島 

損害額 190万円で廃業 
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廃業する工場もあったが、新規立地もあった。鉄製品関係の大規模工場が目立つ10)。 

藤倉電線（1923（大正12）年創設、従業員1,321名） 

汽車製造 東京製作所（1931（昭和６）年創設、従業員1,134名） 

 

(3) 現在の大田区周辺 

図２－２の機械工場分布図に示したように、機械工場は本所、深川といったところに多く、

立地していた地域の他に城南地域、すなわち蒲田、大森周辺に多く立地した。 

 

 

図２－２ 機械工場分布図 

出典：武見芳二「地理学評論」より引用､東京百年史,p.74 

 

 

蒲田、大森地区での工場数の飛躍的な伸びを示したのが図２－３である。1930（昭和５）年

から1936（昭和11）年の短期間に大森では４倍近くに、蒲田では８倍近くに増えている。こう

した工場立地と呼応するかのように蒲田を基点とした鉄道網の整備も進み、人口も急増してい

くが、この点ついては次節及びコラム４で詳述する。 
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 この地区の発展は横浜、川崎地区に展開された工業地帯の発

展と軌を一にする。 

1913（大正２）年から行われた浅野總一郎（浅野セメント創

設者）の「鶴見埋築会社」による工場用地造成によって、東京

芝浦電気、日本鋼管などしか大企業が立地しなかった川崎・鶴

見地区に、多数の大工場が立地した。 

大正時代だけで、旭硝子、浅野造船、浅野セメント、味の素、

日本電線、富士電機、東京電力鶴見火力、日本石油鶴見製油所、

日清製粉、三菱石油、明治製菓などが立地した11)。 

 こうした工場の下請工場、あるいは関係会社が隣接した大森、

蒲田などの東京の城南地域に立地したのである。なお、交通イ

ンフラの整備も進み、1927（昭和２）年には第一京浜国道が完

成、1931（昭和６）年には羽田飛行場が完成している。 

金融恐慌など経済的には苦しい時代であったが、1931（昭和

６）年、東京市の工業生産額が大阪市の工業生産額を抜いて全

国一となっている12)。 

 

 

５ インフラの復旧、整備 

(1) 電力供給の例 

罹災地域での被害は東京電燈の場合、変電所の30％、配電線路は全長の12％が被害を受け、

消失電柱数は27,200本に上り、被害総額は2,064万円余（払い込み資本金の11％）であった。し

かし、発電所のほとんどが罹災地域外にあったために電力供給の復旧は早く、変電所があった

田端周辺地域では震災後４日目で点灯がされた。 

また、震災後２日目には淀橋浄水場に送電がされ、電動ポンプが稼動した。配電設備全般の

復旧も早く、1924（大正13）年２月末には東京の罹災配電線と電柱の80％、同年５月には横浜

でも85％が復旧した13)。 

震災直後、需要は激減し、電灯が前月比53.2％減、電力（工場の原動機など、照明以外の用

途を指すとみられる）が前月比62.9％減となったが、後者は１年後の1924（大正13）年８月に

は前年同期を上回った。前者も1925（大正14）年11月には震災前の水準に戻った14)。 

前者の急速な回復は、蒸気タービンなどの動力源を電動機に置き換える動きが加速されたこ

と、鉄道の電化（コラム４参照）が促進されたことが寄与している。 

こうした需要の回復、増大に対処するため、千住に火力発電所を建設、猪苗代水力発電所を

拡充した。さらに、関東近県からの送電線、東京の各地域、神奈川を連係する送電線を新設し、

送電電圧も６万6,000ボルトに統一した。 

図２－３ 東京南部の工場数の

進展（松田孝,「京浜工業地帯の調査」,

原図：東京百年史,p.75） 
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(2) 鉄道網の整備 

前述のように震災後、鉄道の電化が急速に進んだ。京浜急行、京成、京王の各私鉄は電化が

なされており、震災直前の1922（大正11）年に武蔵野鉄道（西武池袋線）が、直後の1924（大

正13）年、東武鉄道（東武伊勢崎線）が電化された。 

その後、私鉄では、西武鉄道では1927（昭和２）年、東武東上線では1929（昭和４）年、現

ＪＲでは東北本線で1928（昭和３）年、横須賀線で1930（昭和５）年、総武本線で1932（昭和

７）年に電化された。 

路線の整備も進み、池上電鉄の蒲田、池上間が震災直前の1922（大正11）年、五反田までの

全線開通が1928（昭和３）年６月であった。さらに、田園都市株式会社の鉄道部が独立した「目

蒲電鉄」の目黒、蒲田間は、奇しくも1923（大正12）年11月営業開始、また、大岡山、二子玉

川は1929（昭和４）年12月営業を開始している。ちなみに、田園都市株式会社は、大岡山に土

地を提供、東京工業大学の移転、誘致に成功している。 

東横電鉄は、1924（大正13）年に東京横浜電鉄株式会社と改称し、同年に神奈川、丸子玉川

間を、1927（昭和２）年に渋谷、丸子玉川間を開通させて、渋谷、神奈川間で営業開始した。 

小田急電鉄は、震災直前に小田原、新宿間の線路敷設工事に着手していたが、震災のために

一時中断、1927（昭和２）年に全通させた15)。 

 

 

第１節注釈 

1)東京府大正震災誌,p.31 

2)日清紡60年史 

3)大日本紡績株式会社,50年紀要,昭和16年３月,p.156-158 

4)東洋紡百年史（上）昭和61年５月,p.212-214 

5)東京府大正震災誌,p.31 

6)北区史,p.283 

7)北区史,p.284 

8)東京府大正震災誌,p.29-32 

9)江東区史,p.674 

10)江東区史,p.674-675 

11)東京百年史,p.444 

12)東京百年史,p.452 

13)東京電力30年史 

14)東京電力30年史,p.62 

15)東京百年史,p.112-114 
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